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１．調整会議の開催 

以下の通り調整会議を全８回開催した。 

 
▼表 由布市＿調整会議の実施状況 

 日程 協議事項 

第１回 9/30(月) 

 実証内容の確認 

 選定結果を踏まえた環境省の意向､見積内容の確認 

 実証実験までのスケジュール 

 実施計画書の作成方針 

第２回 10/30(水) 
 実施計画書について 

 実証実験までのスケジュール 

第３回 12/4(水) 

 納車及び安全運転講習について 

 試走について 

 実施計画書の修正について 

 出発式について 

第４回 1/8(水) 
 試走状況及び車両状況の確認 

 今後のスケジュールについて 

第５回 2/4(火) 

 委託契約の内容確認 

 継続審議会の資料について 

 とりまとめについて 

第６回 2/19(水) 

 実証運行の状況確認 

 今年度実証事業に対する確認 

 次年度実施計画の確認 

第７回 3/11(水) 
 成果報告書について 

 次年度実施計画について 

第８回 3/18(水) 
 成果報告書について 

 次年度実施計画について 
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ＩoＴ等の先端技術を活用したグリーン
スローモビリティ」実証事業計画書
大分県由布市

ver.2.0

【事業名】「ＩoＴ等の先端技術を活用したグリーンスローモビリティ」実証事業

【代表申請者】由布市

(1)地域の概況

○由布市（ゆふし）は、大分県のほぼ中央に位置し、北に由布岳、南に黒岳など標高1000ｍ

級の山々が連なる、豊かな自然に囲まれた小都市。 一部地域は「阿蘇くじゅう国立公園」に
指定されている。

〇2005年10月1日に湯布院町、挾間町、庄内町が合併し、現在の由布市を形成。旧湯布院町
を中核とした観光都市であると共に、隣の大分市のベッドタウンという異なる性格を併せ持つ
。

〇主な産業は、医療・介護等、公務、不動産、建設、宿泊業の５つで、中でも宿泊業の割合は
他都市と比べて高く、由布市の特徴的な産業である。

○行ってみたい（あこがれ）温泉地ランキングで12年連続1位を獲得するなど国内有数の温泉
地である「由布院」、鎌倉時代が開祖と言われ湯治場として栄えた「湯平」、強酸性泉が特徴
の「塚原」で構成される豊かな温泉群は、「国民保養温泉地」にも指定されている。

〇「明日の日本を支える観光ビジョン」に基づく国立公園満喫プロジェクトにおいて「阿蘇くじゅ
う国立公園」が選定されたことを機に、「国立公園ステップアッププログラム2020」に関する取
り組みはもちろん、九州観光の拠点の一つとして他の周辺エリアとも連携を進めながら国内
外からの誘客を促進している。

1.事業概要
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1.事業概要

(1)地域の概況

・昭和30年代後半より生活保養温泉地を目指した取組みが行われ、現在で
は約380万人もの観光客が訪れる日本有数の温泉観光地となっている。

・外国人観光客も平成17年は約4.6万人だったが、平成29年には約47.5万人
に増加し、この12年間で約10倍に増加。

・外国人宿泊客数も平成18年の約7千人から平成29年の約11.5万人に増加
し、この12年間で約18倍に増加。

・由布院への鉄道アクセスは、博多-別府間を結ぶJR特急ゆふいんの森号に
より乗り入れが主流。 その他、国道210号や、由布岳・別府に抜ける県道
216号、県道11号（やまなみハイウェイ）等の幹線道路がまちの周囲を走り
、広域交通アクセスを担保。

・一方まちなかは、観光車両の増加により交通渋滞が激化し、地域住民の生
活や緊急車両の通行に支障をきたしている。また、歩行者の安全性低下や
生活環境が悪化し、まち並み景観にも悪影響を与えている。

「ゆふいんの森」号

辻馬車 レンタサイクル スカーボロ

○まちの交通問題に関する近年の動き

・平成14年に観光中心地区への自動車進入制限、パークアンドライド（鉄道、バ
ス）、レンタサイクルなどの「歩いて楽しいまちづくり交通社会実験」を実施。

・平成21年に「由布市景観マスタープラン」を策定。平成25年度からは「由布市

東部地区都市再生整備計画」として官民が一体となって由布院ブランドの構
築を目指した情報拠点発展事業や駅周辺環境整備事業等に取り組む。

・由布院駅周辺の２次交通として、観光客向けの辻馬車や人力車、 スカーポロ
の他、地域住民移動支援としてのコミュニティバスを運行。

○交通現況課題
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(1)地域の概況

〇交通現況課題

由布院
観光エリア

地元の声
・車での来訪者が集中し、週末や
祝日に渋滞が発生する。

・観光客が集中する金鱗湖周辺や
湯の坪街道は道幅が狭く人通り
が多く危険である。

・大型車（バス）の流入が増加している一方で
駐車可能な駐車場が少ないため、駐車出来
ないバスが最近では路上駐車して、渋滞の
一因になっている。

・カーナビに設定可能なスポットが少ないため
、特定のスポット（JR由布院駅等）を目指す車
が多く、特定のスポット中心に車が集中する
傾向がある。（→分散させたい）

至 福岡

至 別府

休日平均
※H27年度休日（土日祝）

昼間12時間平均

0 400 800 1200 1600 2000m

20km/h未満

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

渋滞発生

由布院
観光エリア

渋滞発生

※H27.5.3(日)～5.6(水祝) 
昼間12時間平均

観光バスの路上待機が発生
（駐車可能な駐車スペースの不足）

至 福岡

至 別府

渋滞状況

県道216号 由布院支所付近

至 由布院IC

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ期間

渋滞発生

1.事業概要
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移動手段 利用者数（人）

辻馬車 13,462

スカーボロ 6,108

人力車 不明

レンタサイクル 4,409

合 計 23,979
資料： 社）由布市まちづくり観光局（H29年中）

由布院駅
を拠点と
して運行

主な観光区間
（徒歩で移動）

便数が少なく、
平日のみ運行

辻馬車 約50分、1,600円/名、10便

スカーボロ 約50分、1,350円/名、
通常便：3便（臨時便：4便）

人力車 約12分、3,000円/1名、
4,000円/2名

約30分、7,000円/1名、
9,000円/2名

約60分、13,000円/1名、
17,500円/2名

約120分、23,500円/1名、
32,500円/2名

レンタサイクル 250円/時（最大1,250円）

資料：由布院温泉観光協会

観光客全体の
1％未満

・観光客の多くは、由布院駅や金鱗湖周辺の駐車場に駐車し、移動範囲は由布院駅前～金鱗湖周辺と限定的
・南部では、観光施設の駐車場を利用して「自動車」で移動（一部の観光客は由布院駅からレンタサイクル）
・「辻馬車」「スカーボロ」は由布院駅を発着とするため由布院エリア内を回遊する利便性が低い

1.事業概要

(1)地域の概況

〇交通現況課題
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1.事業概要

(2) 地域課題の解決に向けた方向性

②観光周遊モビリティ
由布院の観光スポットを巡る新たなモビリティを使った移動の足として、ス
ローな視点で由布院の景観・景色・風景を楽しむ演出

③地域住民移動支援
高齢化率33%（H31.2現在）を占める高齢者の方のおでかけや通院など
日常の暮らしとコミュニティを支える移動手段として活用

①由布院アクセスの改善
由布岳や自然景観を皆で楽しみながら、集約的に由布院へアクセスする
新たな手段として流入交通を抑制し、慢性渋滞を緩和
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1.事業概要

(3)実証事業の目的

由布院におけるグリーンスローモビリティの位置づけ

○ 「由布院道路空間機能向上による「新たなまちづくり」に関する提言（H30.11） 道路空間検討協議会」
―公共交通全体のスマート化を含む「次世代モビリティ・システム」の実現を図ること
―車両流入抑制とともに、電気自動車等を活用した国内外の観光客を考慮した取組とすること
―市街地の慢性的な渋滞解消に向け、モーダルコネクト等を活用した交通社会実験に取り組むこと

○現在の観光客向けの辻馬車や人力車、 スカーポロ、レンタサイクル等の発展形として、来訪外国人や地
域住民も含めたあらゆる人をターゲットとした環境配慮型次世代モビリティとして位置づけ

課題解決へ向けたグリーンスローモビリティの役割

小型Small 湯の坪街道などの狭路やクランク，坂道を快走でき，高台の観光施設にもアクセス可能

低速Slow 低速で走る辻馬車と同様にスローライフの由布院らしさに融け込み，風景とマッチする

安全Safety 低床車両で高齢者が乗り降りしやすく、歩行者や自転車とも共存できる安全性

開放感Open 視界に飛び込む山のスケール、風の香りを自然に感じながら楽しく移動が可能

環境性Green 国立公園に位置する国際観光地に相応しい乗り物として、クリーンエネルギーモービルに着目
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(4) 実証事業の全体像

地域のスローな暮らしが織り成す風情と由布岳を拝した景観。歓楽街を廃した町並み。日本有数の温泉観光地として、国立公園の一部として、この由
布院ブランドを背景に、ここから創出された歴史・文化・自然・Art・香りをまちの魅力として、クリーンなモビリティで国内外のあらゆる来訪者をもてなす。
合わせて、住民の「暮らし」を守り、全ての人が楽しめ、住みやすく、環境負荷の小さいまちを目指す！

コンセプト Inclusive Design 誰もが楽しめるまち ゆふの暮らしと観光

実証調査ルート設定

○由布院「日本」の風景と自然を感じる国際観光都市
○「住んで良し、訪れて良し」と思わせるまち
○住む人、全ての訪れる人が自然に交流できる優しいまち

目指す将来像

ゆふいんウェルカムルート
・ＪＲ南由布駅、道の駅停車によるパーク＆ライド実現に
より、地域循環共生圏を構築するルート
・遠方からの来訪者を由布院に受け入れるルート
・中心地に入るまでの由布院到着を彷彿とさせるルート
・風情と由布岳を拝した景観による演出

ゆふいんまちなか周遊ルート
・由布院のまちなかを周遊するルート

・観光地をはじめ、住民の生活拠点である病院やス
ーパー等で乗降可能な乗合い形式

1.事業概要
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(1)運行期間 2019年度 2020年：01月27日～3月15日【無償】
2020年度 2020年：5月～7月（3ヶ月間）【無償】、9月～11月（3ヶ月間） 【有償】
2021年度 2021年：5月～7月（3ヶ月間）【有償】

(2)運用エリア

2019年度運用エリア

2.実証事業の詳細
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(2)運用エリア

2020年度以降 (仮)運用エリア

2.実証事業の詳細
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(3)運行ダイヤ

・1年目はデマンド運行方式
・2年目以降はデマンド運行方式及び定時定路線運行方式

(4)運行形態

2.実証事業の詳細

項目 内容

運行場所 大分県由布市

運行台数 2019年度：１台
2020年度以降：2台

運行時間帯 8：00～17：00（1時間休憩）

運転手 タクシー事業者からの役務提供（二種免許運転手により安全に配慮）

車種 eＣＯＭ-8^2
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(5)実施体制

2.実証事業の詳細

業務委託契約

環境省

㈱復建調査設計
採択７地域のとりまとめ団体

(役割)
・車両貸与の手配
・車両保険、損害保険等の管理

業務委託契約

由布市（代表団体）実証事業の全体総括、駐車場の確保、車両の借用、事業の運営主体、周知・宣伝

〇地元自治会 : 運行ルート
〇警察・運輸局 : 運行ルート

〇湯布院福祉センター : 車両保管

業務委託契約

地域コンソーシアム

〇第一交通：車両の使用責任者（日常点検・管理等）
〇みなとタクシー：車両の使用責任者（日常点検・管理等）
〇由布院温泉観光協会：運行ルート等実証事業に関する効果の検証、IOT運用管理、周知・宣伝
〇九州大学・グリスロ研究会：運行ルート等実証事業に関する効果の検証
〇道の駅ゆふいん：中継拠点の確保（駐車場・受電設備・電力供給）

(役割)
・予約受付、IOT
使用説明対応

(役割)
・IOT機器・システムの
開発、調達・設置
運用・保守

㈱NTTドコモ ㈱JTB ㈱建設技術研究所
（役割）
・周知・宣伝、データ収集・実証事業の効果測定
・実証に関する効果の検証、報告書作成
・車両の装飾
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(6)緊急連絡体制

2.実証事業の詳細

緊急時連絡網

本実証事業は、環境省の「IoT技術等を活用したグリーンスローモビリティの効果的導入実証事業委託業務」の一環で行うものです。

【利用者】

運転者
第一交通株式会社

湯布院営業所
所長 高田哲也

ＴＥＬ：0977-28-8822

みなとタクシー株式会社
湯布院営業所

所長代理 川村一敬
ＴＥＬ：0977-84-2261

【代表団体】

由布市
総合政策課

担当；米津
℡097-582-1240
(090-2087-7644)

【地区担当】

竹 隈
℡092-471-8324
(090-7920-6259)

【管理技術者】

川 上
℡082-506-1843

(090-7765-5802)

環境省

地球環境局
地球温暖化対策課
地球温暖化対策

事業室

【地区担当】

野 田
℡092-471-8324

(080-1798-1762)

消防署
(１１９)

警察署(１１０)
大分南警察署

℡ 097-542-2131

保険会社
三井住友海上

事故受付センター
℡0120-258-365

事故
発生

復建調査設計㈱ 管理本部
労働基準
監督署

(6)車両保管場所

湯布院福祉センター （駐車場）

2.実証事業の詳細
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(7)利用者確保の取組み（周知・広報計画）

2.実証事業の詳細

項目 内容

チラシ 紙媒体を基本とした運行案内等を記載したＰＲチラシ

ポスター
チラシ同様の内容を基本とし、役所、駅、インフォメーションセン
ター等に掲示

住民説明会 グリーンスローモビリティの予約方法、乗降方法等を説明

車両ラッピング
住民等がグリーンスローモビリティを認知し、乗ってみたいと思え
るようなデザインを施行

バス停サイン 利用者が乗降しやすいよう、乗降箇所にバス停サインを設置

ＨＰ
インターネットでグリーンスローモビリティの運行内容等を把握で
きるようＨＰ作成

▲チラシ・ポスターイメージ

①ターゲット

・住民
・観光客

②ねらい

・グリスロの周知PR
・予約、乗降方法等の案内

15

③周知・広報内容

(7)利用者確保の取組み（周知・広報計画）

2.実証事業の詳細

チラシ・ポスター（案）

運行案内等を記載したチラシ・ポスターを作成し、公共施設などに掲示予定。
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(7)利用者確保の取組み（周知・広報計画）

2.実証事業の詳細

住民説明会は、地元住民を対象に、グリスロの予約方法、乗降方法
等の内容を周知するため、自治会協議会等の協力のもと、開催する。

住民説明会では、車両到着から実験開始までの期間や実験期間中の
住民参加が可能なタイミングなどを活用し、試乗会なども予定する。

住民説明会の内容（案）
1.本事業における取組の説明
2.車両の予約方法
3.乗降方法 等

▲年次ごとに変化していくラッピング

▲由布院の風景写真をフォトモザイクとしてラッピング

住民説明会（案） 車両ラッピング（案）

車両ラッピングは、以下コンセプトで実施する予定である。

• 3年間の実証運行期間中に、年ごとにデザインを変更させていき、グ
リスロの実証事業や由布院の成長等を表現する

• 由布院の風景や住民の写真を集め、フォトモザイクとしてラッピングし
住民とともに車両デザインをつくりあげる

▲車両模型を用い立体的にデザインを検討▲住民説明会イメージ

2.実証事業の詳細
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2020年度以降

(7)利用者確保の取組み（周知・広報計画）

2.実証事業の詳細

▲木に吊らすバス停サインイメージ

バスサイン（案）

利用者が乗降箇所として認識しやすい内容であるとともに、
ゆふいんのグリスロイメージを表現したデザインとする。
また、由布院の景観を配慮し、利用者に親しみのあるデザインとする。

・提灯のように吊り下げる形
・自然の形をモチーフ（石・果物）とした形
・夕暮れにも運行するため、自動点灯の設定

▲LEDサインイメージ

▲バス停サイン

18

LEDユニット

大きさは大中小の三つを展開し、場所によって組み合わせて設置します。

内部にはソーラー式のLED光源を用いて、
電源供給が要らないサインとします。
また、照度センサー付きにすることで、
夜間は自動点灯します。
LEDは60～90ルーメンの光源を持つことで、
サインとしての視認性を確保します。

フレームはアクリルを使用することで、耐久性・耐水性を持たせます。
表面は耐水性のある和紙等で構成し、その上から防水塗装または、
液体ゴム塗装を行い、耐水性、耐久性を向上させます。



(7)利用者確保の取組み（周知・広報計画）

2.実証事業の詳細

バス停サイン（案）

19

バス停設置箇所案

【バスサイン設置時の留意事項】
・バスサイン設置箇所は民地等の土地所有者の許諾のもと、民地等
を活用し、道路利用者の走行性、安全性を阻害しない場所を選定
・道路用地を使用する場合、道路管理者への道路使用許可を得た上
で設置

・バスサインは設置時に安全性・耐久性等に配慮した構造とし、雨、
風による影響により、脱落、破損しない仕様

・コンソーシアムメンバーによる定期的な目視点検により、安全確認、
道路利用者への影響有無等を確認

道路用地

民地

▲既存の工作物等に吊るしたイメージ ▲専用の設置台に吊るしたイメージ

道路用地民地

道路用地民地

(7)利用者確保の取組み（周知・広報計画）

2.実証事業の詳細

▲ＨＰイメージ（山口県宇部市の参考事例）

取組み内容の周知に加え、利用促進等を念頭に、HP等を活用した広報展開を行う。ＨＰには運行期間や車両、乗降箇所、予約受付サイトへのリン
ク等を添付する。

▲由布市ＨＰ等の他サイトにリンクを掲載予定

ＨＰ(案）

新着情報

その他広報媒体は以下を検討している。

・由布市市報
・由布市ＨＰの新着情報に掲載
・ゆふいんラヂオ局

20



2.実証事業の詳細

(8)効果アンケート手法

〇目的
グリーンスローモビリティの実証運行に伴い、利用実態や導入可能性、由布院の移動実態等を把握することを目的に実施する

〇手法

・利用実態調査
運転手から利用者へアンケート協力の呼びかけを行い、指定のタブレット端末にて回答を募る。
もしくは、紙形式よる聞き取り方式で回答を募る。

・住民アンケート調査
自治会長等の由布院地域の代表者にアンケート用紙をお渡しし、地域住民の方に回覧板により配布していただく。
回答後は、同じく回覧板により回収していただき、後日代表者より回収する。

〇実施スケジュール

■利用者実態調査：調査期間

■住民アンケート
2月下旬：配布
3月中旬：回収
3月下旬：集計

https://www.google.com/maps/@33.2548846,131.3330002,14.38z
対象地域

21

2.実証事業の詳細

(8)効果アンケート手法

利用者対象 由布院の地域住民対象

〇調査内容

22

項目 質問 ねらい

①あなたのこと （１） 性別

（２） 年代

（３） 居住地区

②乗る （４） グリスロの利用目的をお答えください。

（５） なぜ、グリスロを利用しましたか。（複数回答可）

（６）
今回、グリスロでどこからどこへ乗り降りしましたか。乗降箇所を

選択してください。

③楽しさ （７） グリスロを利用するのは何回目ですか。

（８） グリスロに乗って楽しかったですか。

グリスロが楽しい

ものであるかを把

握する

（９）
「楽しかった」と答えた方におたずねします。理由について、あて

はまるものに○をお願いします。

（１０）
「楽しくなかった」と答えた方におたずねします。理由について、

あてはまるものに○をお願いします。

（１１）

グリスロが運行していなかった場合、目的地まではどのように移動

なさっていましたか。

目的地までの移動手段として想定されるものすべてに○をつけてく

ださい。

（１２） グリスロによって外出の頻度は増えましたか。

④理想のかたち

（１３） 運行時間帯についてお答えください。

グリスロ本格導入

の可能性を把握す

る

（１４） 乗降箇所についてお答えください。

（１５）
今回の乗降区間について、グリスロの料金（運賃）はどの程度が適

当だと思われますか。

（１６）
（１５）で選択した価格によってグリスロが本格事業化した場合、

あなたはグリスロを活用しますか。

（１７） ゆふいんを観光するにはどんな交通手段がよいと思いますか。

（１８） 自由意見

誰が？を把握する

利用の内容を把握

する

項目 質問 ねらい

①あなたのこと （１） 性別

（２） 年代

（３） 居住地区

（４） 運転免許証や自動車の所有の有無

（５） 付き添いや介助の有無

②グリスロ （６） グリスロを知っていますか。

「知らない」と答え方におたずねします。同封した資料「○○○

〇」をご覧いただき、下記、質問（７）にご回答ください。

（７）
「知らない」と答えた方におたずねします。グリスロの取組につい

て、あてはまるものに○をお願いします。

（８） グリスロを利用したことがありますか。

（９）
「利用したことがある」と答えた方におたずねします。利用目的・

頻度について、あてはまるものに○をお願いします。

（１０） なぜ、グリスロを利用しましたか。（複数回答可）

（１１）

グリスロが運行していなかった場合、目的地まではどのように移動

なさっていましたか。

目的地までの移動手段として想定されるものすべてに○をつけてく

ださい。

（１２）
「利用したことがない」と答えた方におたずねします。理由につい

て、あてはまるものに○をお願いします。

「利用したことがない」と答えた方におたずねします。同封いたし

ました資料「○○○〇」をご覧いただき、下記、質問（１２）にご

回答ください。

（１３）
「利用したことがない」と答えた方におたずねします。今後の利用

意向について、あてはまるものに○をお願いします。

③おでかけ （１４） 普段の外出の頻度をお答えください。

（１５） 外出時の移動手段

（１６） 外出の目的をお答えください。

（１７）
お出かけする時に、何か困っていることがありますか。あてはまる

ものに○をお願いします。

（１８） グリスロによって外出の頻度は増えましたか。

④理想のかたち （１９） 運行時間帯についてお答えください。

（２０） 乗降箇所についてお答えください。

（２１）
今回の乗降区間について、グリスロの料金（運賃）はどの程度が適

当だと思われますか。

（２２）
（２１）で選択した価格によってグリスロが本格事業化した場合、

あなたはグリスロを活用しますか。

（２３） ゆふいんで生活するにはどんな交通手段がよいと思いますか。

（２４） 自由意見

グリスロ本格導入

の可能性を把握す

る

誰が？を把握する

グリスロ本格導入

の可能性を把握す

る

グリスロへの転換

可能性を把握する



2.実証事業の詳細

(8)効果アンケート手法

利用者対象（1/2ページ）
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項目 質問 ねらい 回答

①あなたのこと （１） 性別 １．男性 ２．女性

（２） 年代
１．１０代以下 ２．２０代 ３．３０代 ４．４０代

５．５０代 ６．６０代以上

（３） 居住地区
１．由布市 ２．大分県内（由布市外） ３.大分県外 ４．韓国 ５．中国 ６．中国（香港） ７．中国（台湾） ８．そ

の他

②乗る （４） グリスロの利用目的をお答えください。 １．通院 ２． 買い物 ３．公共施設 ４．ＪＲ駅やバスなどへの乗り継ぎ ５．観光 ６．その他（ ――― ）

（５） なぜ、グリスロを利用しましたか。（複数回答可）

１．グリスロ以外の交通機関（鉄道、バス等）がないから

２．歩いたり公共交通機関を利用したりするのが面倒だから ３．自家用車を持っていない ４．運転免許証を持っていない

５．乗ってみたかったから ６．便利だと思ったから ７．その他（ ――― ）

（６）
今回、グリスロでどこからどこへ乗り降りしましたか。乗降箇所を

選択してください。

（   ）⇒（   ）

７．ローソン岳本店 ８．金鱗湖（下ん湯前） ９．佛山寺 １０．やどや前 １１．由布院別邸樹

１２．田園通り １３．ことぶき別荘村入口 １４．ステンドグラス美術館前 １５．二階堂駐車場

２１．山水館前

③楽しさ （７） グリスロを利用するのは何回目ですか。 １．初めて ２．２回目 ３．３回目 ４．４回目 ５．５回目以上

（８） グリスロに乗って楽しかったですか。

グリスロが

楽しいもの

であるかを

把握する

１．楽しかった ２．楽しくなかった

（９）
「楽しかった」と答えた方におたずねします。理由について、あて

はまるものに○をお願いします。

１．交通手段が増えたから

２．交通費の節約になったから

３．家族や知人などの、介助の負担が減ったから

４．目的地（病院など）へ直接いける移動手段ができたから

５．外出することで、生活に張り合いや元気がでたから

６．地域の人と交流ができたから

７．運転手と交流できたから

８．乗り心地が良かったから

９．予約窓口の対応が良かったから

１０．乗降箇所サインデザインが気に入ったから

１１．グリスロの車両デザインが気に入ったから

１２．到着時間が正確だから

１３．その他（ ――― ）

誰が？を把

握する

利用の内容

を把握する

項目 質問 ねらい 回答

（１０）
「楽しくなかった」と答えた方におたずねします。理由について、

あてはまるものに○をお願いします。

１．予約の電話がつながりにくいから

２．電話予約が面倒だから

３．予約を一度に複数とれないから（乗車ごとに予約しなければならないから）

４．希望の時間に乗れないから

５．ゆふいんのみの運行だから

６．予約時間にグリスロが到着しないから

７．乗り心地が悪かったから

８．予約窓口の対応が悪かったから

９．乗降箇所サインデザインが気に入らなかったから

１０．グリスロの車両デザインが気に入らなかったから

１１．到着時間が正確でないから

１２．その他（ ――― ）

（１１）

グリスロが運行していなかった場合、目的地まではどのように移動

なさっていましたか。

目的地までの移動手段として想定されるものすべてに○をつけてく

ださい。

１．自家用車（ ガソリン車 ・ ディーゼル車 ・ ハイブリット車 ・ 電気自動車 ）

２．徒歩 ３．路線バス ４．コミュニティバス ５．自転車 ６．電車 ７．タクシー ８．その他（ ――― ）

（１２） グリスロによって外出の頻度は増えましたか。 １．増えた ２．かわらない

④理想のかたち

（１３） 運行時間帯についてお答えください。

グリスロ本

格導入の可

能性を把握

する

１．現在の運行時間帯で問題ない

２．運行時間帯を増やしてほしい（次の中で１つ○印）

 希望時間帯⇒①６時台の便がほしい

       ②７時台の便がほしい

       ③１８時台の便がほしい

       ④１９時台の便がほしい

３．わからない

（１４） 乗降箇所についてお答えください。

１．現在の乗降箇所で問題ない

２．乗降箇所が多すぎる

２．乗降箇所を追加してほしい

３．わからない

関、交通結節点（駅、バス停）に限ります。」（※記入例 ○○医院、○○食料品店など）

（１５）
今回の乗降区間について、グリスロの料金（運賃）はどの程度が適

当だと思われますか。

１．１００円 ２．２００円 ３．３００円 ４．４００円 ５．５００円 ６．６００円

７．７００円 ８．８００円 ９．９００円 １０．１，０００円 １１．１５００円

１２．２０００円 １３．２５００円 １４．３００００円 １５．その他（ ――― ）円

（１６）
（１５）で選択した価格によってグリスロが本格事業化した場合、

あなたはグリスロを活用しますか。

１．活用する ２．活用しない

 理由（ ――― ）

（１７） ゆふいんを観光するにはどんな交通手段がよいと思いますか。
１．マイカー・レンタカー ２．タクシー・ハイヤー ３．辻馬車などゆっくり移動できる乗物

４．レンタサイクル  ５．徒歩 ６．グリスロ

（１８） 自由意見

2.実証事業の詳細
(8)効果アンケート手法

利用者対象（2/2ページ）
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項目 質問 ねらい 回答

①あなたのこと （１） 性別 １．男性 ２．女性

（２） 年代
１．１０代以下 ２．２０代 ３．３０代 ４．４０代

５．５０代 ６．６０代以上

（３） 居住地区 １．由布市（  ）

（４） 運転免許証や自動車の所有の有無

１．運転免許証を持っていて自由に使える自家用車も持っている

２．運転免許証はあるが自由に使える自家用車を持っていない

３．運転免許証は返納している

４．運転免許証は持っていない

（５） 付き添いや介助の有無
１．不要（一人で乗り降りできる）

２．付き添いや介助が必要

②グリスロ （６） グリスロを知っていますか。 １．知っている ２．知らない

「知らない」と答え方におたずねします。同封した資料「○○○

〇」をご覧いただき、下記、質問（７）にご回答ください。

（７）
「知らない」と答えた方におたずねします。グリスロの取組につい

て、あてはまるものに○をお願いします。
１．良いと思う ２．良いと思わない

（８） グリスロを利用したことがありますか。 １．利用したことがある ２．利用したことがない

（９）
「利用したことがある」と答えた方におたずねします。利用目的・

頻度について、あてはまるものに○をお願いします。

利用目的

 １．通院 ２．買い物 ３．公共施設 ４．ＪＲ駅やバスなどへの乗り継ぎ ５．観光 ６．その他（ ――― ）

全体の利用頻度

（１０） なぜ、グリスロを利用しましたか。（複数回答可）

１．グリスロ以外の交通機関（鉄道、バス等）がないから

２．歩いたり公共交通機関を利用したりするのが面倒だから ３．自家用車を持っていない ４．運転免許証を持っていない

５．乗ってみたかったから ６．便利だと思ったから ７．その他（ ――― ）

（１１）

グリスロが運行していなかった場合、目的地まではどのように移動

なさっていましたか。

目的地までの移動手段として想定されるものすべてに○をつけてく

ださい。

１．自家用車（ ガソリン車 ・ ディーゼル車 ・ ハイブリット車 ・ 電気自動車 ）

２．徒歩 ３．路線バス ４．コミュニティバス ５．自転車 ６．電車 ７．タクシー ８．その他（ ――― ）

（１２）
「利用したことがない」と答えた方におたずねします。理由につい

て、あてはまるものに○をお願いします。

１．利用したい時間に運行していないから

２．利用したい場所に乗降箇所がないから

３．自動車（自分で運転）があるから ４．自動車（他の人が運転）してくれるから

５．原付・バイクがあるから ６．自転車があるから ７．タクシーがあるから

８．電車があるから ９．路線バスが走っているから １０コミュニテイバスが走っているから

１１．その他（ ――― ）

「利用したことがない」と答えた方におたずねします。同封いたし

ました資料「○○○〇」をご覧いただき、下記、質問（１２）にご

回答ください。

（１３）
「利用したことがない」と答えた方におたずねします。今後の利用

意向について、あてはまるものに○をお願いします。

１．今後利用したい ２．利用する予定はない

３．運行時間帯が追加されたら利用したい ４．乗降箇所が追加されたら利用したい

誰が？

を把握

する

グリス

ロ本格

導入の

可能性

を把握

する

2.実証事業の詳細

(8)効果アンケート手法

由布院の地域住民対象（1/2ページ）
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2.実証事業の詳細

(8)効果アンケート手法

由布院の地域住民対象（1/2ページ）
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項目 質問 ねらい 回答

③おでかけ （１４） 普段の外出の頻度をお答えください。

（１５） 外出時の移動手段
１．徒 歩 ２．自転車 ３．バイク ４．バ ス ５．自動車（自分で運転）

６．自動車（家族が運転） ７．自動車（友人・知人が運転）８．一般タクシー

（１６） 外出の目的をお答えください。
１．通勤 ２．通学 ３．買い物 ４．通院 ５．趣味・娯楽 ６．知人と会う

７．公共施設（市役所） ８．その他（冠婚葬祭）

（１７）
お出かけする時に、何か困っていることがありますか。あてはまる

ものに○をお願いします。

１．利用しやすい交通手段がないこと

２．外出には、家族等の介助が必要であること

３．バス停まで歩くなど、徒歩移動が困難であること

４．交通費の出費など、経済面の不安があること

５．とくにない

６．その他（ ――― ）

（１８） グリスロによって外出の頻度は増えましたか。 １．増えた ２．かわらない

④理想のかたち

（１９） 運行時間帯についてお答えください。

１．現在の運行時間帯で問題ない

２．運行時間帯を増やしてほしい（次の中で１つ○印）

 希望時間帯⇒①６時台の便がほしい

       ②７時台の便がほしい

       ③１８時台の便がほしい

       ④１９時台の便がほしい

３．わからない

（２０） 乗降箇所についてお答えください。

１．現在の乗降箇所で問題ない

２．乗降箇所が多すぎる

２．乗降箇所を追加してほしい

３．わからない

関、交通結節点（駅、バス停）に限ります。」（※記入例 ○○医院、○○食料品店など）

（２１）
今回の乗降区間について、グリスロの料金（運賃）はどの程度が適

当だと思われますか。

１．１００円 ２．２００円 ３．３００円 ４．４００円 ５．５００円 ６．６００円

７．７００円 ８．８００円 ９．９００円 １０．１，０００円 １１．１５００円

１２．２０００円 １３．２５００円 １４．３００００円 １５．その他（ ――― ）円

（２２）
（２１）で選択した価格によってグリスロが本格事業化した場合、

あなたはグリスロを活用しますか。

１．活用する ２．活用しない

 理由（ ――― ）

（２３） ゆふいんで生活するにはどんな交通手段がよいと思いますか。
１．マイカー・レンタカー ２．タクシー・ハイヤー ３．辻馬車などゆっくり移動できる乗物

４．レンタサイクル  ５．徒歩 ６．グリスロ
（２４） 自由意見

グリス

ロ本格

導入の

可能性

を把握

する

グリス

ロへの

転換可

能性を

把握す

る
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(7) 実証事業開始に向けた関係各所との調整状況

2.実証事業の詳細

項目 団体名 調整状況 備考

公共交通機関 タクシー 第一交通㈱ ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

タクシー みなとタクシー㈱ ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

鉄道 ＪＲ九州 ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

駅前利用
JR乗換等

行政 道路管理者 大分県 ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

安全性等の観点から乗降箇所
にバス停設置が必要と指摘

道路管理者 由布市 ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

安全性等の観点から乗降箇所
にバス停設置が必要と指摘

警察 大分南警察署 ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

低速走行であることの周知

運輸局 大分運輸支局
九州運輸局

①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

事業支援 大分県 ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

事業支援 九州地方整備局
大分河川国道事務所

①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

その他 事業支援 大分銀行 ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

事業支援 九州電力グループ ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

福祉団体 ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

地元自治会 ①同意済み ②相談中 ③今後実施
④該当機関なし／今回は関係しない

(1) IoT 導入のねらい

3.IoTの活用
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乗りたいときに乗れる
自由に移動できる

目的地へ向けて
バスルートを案内

より安価に移動
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(2)システム全体像

3.IoTの活用

Webサイトでの配車予約が可能。 Webサイトでの配車予約をサポートするためコールセンターを設置。

コールセンターで
予約サポート

※電話でシステム操作方法
の説明や予約方法の案内
等を実施

30
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4.実証事業実施に伴う経費

○実施に伴う経費（2019年度）

経費項目
金額（千円・税抜） 主な内訳

費目 主体

アプリケーション実装費用 ㈱NTTドコモ 816 AI運行バス設定費用

システムサポート費用 ㈱NTTドコモ 265 システムサポート費用

ランニング費用 ㈱NTTドコモ 780 IoT機器の通信使用料金等

IoTサポートデスク費用 ㈱JTB 1,092 IoTサポートデスク費用

データ収集 ㈱建設技術研究所 14,806
実証事業の利用者を対象とした利用実態把握調査、
実証事業の効果測定（アンケート調査等）にかかる費用
満足度等アンケート調査

周知・宣伝 ㈱建設技術研究所 1,759
実証事業の実施にあたり、グリーンスローモビリティのサービスを
地域や観光客に十分に周知するために必要な費用

報告書作成費用 ㈱建設技術研究所 3,223

合計 22,741

次年度以降は現在、精査中

5.二酸化炭素削減効果について

○二酸化炭素削減効果は2019年度が1.8ｔCO2、2020年度が18.3ｔCO2 、2021年度が9.2ｔCO2

○実証期間における二酸化炭素削減効果合計は29.3ｔCO2

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 実証期間合計

二酸化炭素削減量
（ｔCO2）

1.8 18.3 9.2 29.3

2019年度の二酸化炭素削減効果は以下の通り

グリーンスローモビリティの運行によって、運行エリア内の移動手段がマイカー等からグリーンスローモビリティに転換されることによる二酸化炭
素削減効果

（算出式）
グリーンスローモビリティの年間運行距離：3,920 （km）×マイカーからの転換割合：50 （％）

×｛マイカーの排出原単位： 0.137 （kgCO2/km・人）－グリーンスローモビリティ排出原単位※1： 0.0085 （kgCO2/km・人）｝
×平均乗車人数見込み※2（人）： 7.0 （人）

＝1,763 kgCO2

2019年度

※１：シンクトゥギャザー、eCOM82のため、0.0085kgCO2/km・人を採用
※２：乗用車1台あたりの平均乗車人数3.43人より、転換割合に基づき、グリーンスローモビリティ1台あたりの平均乗車人数を7.0人に設定

（平成14年度 湯布院・いやしの里の歩いて楽しいまちづくり交通実験計画策定調査 報告書より）
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5.二酸化炭素削減効果について

2021年度の二酸化炭素削減効果は以下の通り
グリーンスローモビリティの運行によって、運行エリア内の移動手段がマイカー等からグリーンスローモビリティに転換されることによる二酸化炭
素削減効果

（算出式）
グリーンスローモビリティの年間運行距離：20,424（km）×マイカーからの転換割合：50 （％）

×｛マイカーの排出原単位： 0.137 （kgCO2/km・人）－グリーンスローモビリティ排出原単位※1 ： 0.0085 （kgCO2/km・人）｝
×平均乗車人数見込み※2 （人）： 7.0 （人）

＝9,185.7 kgCO2

2020年度の二酸化炭素削減効果は以下の通り

グリーンスローモビリティの運行によって、運行エリア内の移動手段がマイカー等からグリーンスローモビリティに転換されることによる二酸化炭
素削減効果

（算出式）
グリーンスローモビリティの年間運行距離：40,626（km）×マイカーからの転換割合：50 （％）

×｛マイカーの排出原単位： 0.137 （kgCO2/km・人）－グリーンスローモビリティ排出原単位※1 ： 0.0085 （kgCO2/km・人）｝
×平均乗車人数見込み※2 （人）： 7.0 （人）

＝18,271.2kgCO2

2020年度

2021年度

※１：シンクトゥギャザー、eCOM82のため、0.0085kgCO2/km・人を採用
※２：乗用車1台あたりの平均乗車人数3.43人より、転換割合に基づき、グリーンスローモビリティ1台あたりの平均乗車人数を7.0人に設定

（平成14年度 湯布院・いやしの里の歩いて楽しいまちづくり交通実験計画策定調査 報告書より）
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〇運行エリア

5.二酸化炭素削減効果について

〇2019年度 グリーンスローモビリティ運行概要

【まちなか周遊ルート】
対象路線：ゆふいんまちなか周遊ルート（由布院まちなか1周：約5㎞ ）
車両台数：1台
利用時間：8時～17時（8時間:1時間休憩）
運行回数：16台/日利用想定
利用者数：16台/日、 112人/日（平均乗車人数7人/台）
走行距離：80㎞

〇利用者数

【2019年度】
・2019年1月27日～3月15日（約2ヶ月間、49日）
・利用者数：合計：784台、5,488人
・走行距離：合計：3,920km

34



5.二酸化炭素削減効果について

【ゆふいんウエルカムルート】
対象路線：ゆふいんウエルカムルート（道の駅ゆふいん⇔由布駅：片道約4.0㎞・往復約8.0㎞ 、南由布道⇔由布駅：片道約5.0㎞ ・往復約10.0㎞ ）
乗換拠点：道の駅ゆふいん、南由布駅
車両台数：1台
利用時間：8時～17時（9時間）
運行回数：道の駅ゆふいん⇔由布駅間は14往復/日利用想定、南由布駅⇔由布駅間は2往復/日利用想定
利用者数：道の駅ゆふいんは14台/日、98人/日、南由布駅は2台/日、14人/日 合計16台/日、 112人/日（平均乗車人数7人/台）
走行距離：道の駅ゆふいんは112㎞、南由布駅は20㎞

【まちなか周遊ルート】
対象路線：ゆふいんまちなか周遊ルート（由布院まちなか1周：約5㎞ ）
車両台数：1台
利用時間：8時～17時（9時間）
運行回数：18台（便）/日利用想定
利用者数：18台/日、 126人/日（平均乗車人数7人/台）
走行距離：90㎞

〇利用者数

【運行ルート】

【2020年度】
2020年5月～7月（3ヶ月間、92日）
2020年9月～11月（3ヶ月間、91日）
・利用者数：由布院まちなか3,294台、23,058人、道の駅ゆふいん2,562台、17,934人、南由布駅366台、2,562

合計：6,222台、43,554人
・走行距離：由布院まちなか16,470km、道の駅ゆふいんルート：20,496㎞、南由布駅：3,660㎞

合計：40,626km

【2021年度】
2021年5月～7月（3ヶ月間、92日）
・利用者数：由布院まちなか1,656台、11,592人、道の駅ゆふいん：1,288台、9,016人、南由布駅：184台、1,288人

合計：3,128台、21,896人
・走行距離：由布院まちなか8,280km、道の駅ゆふいんルート：10,304㎞、南由布駅：1,840㎞

合計：20,424km

〇2020年度、2021年度 グリーンスローモビリティ運行概要
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5.二酸化炭素削減効果について

【マイカー走行概要】

対象路線：ゆふいんウエルカムルート（道の駅ゆふいん⇔由布駅：片道約4.0㎞・往復約8.0㎞ 、南由布道⇔由布駅：片道約5.0㎞ ・往復約10.0㎞ ）
乗換拠点：道の駅ゆふいん、南由布駅
利用時間：（8時間:1時間休憩）
走行回数：

【2019年度】由布院まちなか16台（便）/日
【2020年度、2021年度】由布院まちなか18台（便）/日

道の駅ゆふいん⇔南由布駅間は14往復/日利用想定、南由布駅⇔由布駅間は2往復/日利用想定
利用者数：

【2019年度】由布院まちなかは112人/日のため、乗用車16台/日
【2020年度、2021年度】由布院まちなかは126人/日のため、乗用車18台/日、

道の駅ゆふいんは98人/日のため、乗用車14台/日、南由布駅は14人/日のため、乗用車2台/日  合計：238人/日、34台/日
走行距離：

【2019年度】由布院まちなかは80㎞
【2020年度、2021年度】由布院まちなかは90㎞、道の駅ゆふいんは112㎞、南由布駅は20㎞

【マイカーからの転換割合】

乗換利用は1日あたり238人設定
 ゆふいんのまちなかへマイカーで238人の方が来訪する際には、乗用車69台で来訪。

グリーンスローモビリティで来訪する際には34台で来訪することになる

マイカー：69台/日
グリーンスローモビリティ：34台/日

マイカーからの転換割合＝50％
※グリーンスローモビリティ：34台/日／マイカー：69台/日

36



6.地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献

○本実証事業の、地域の「ＳＤＧｓ」の達成に向けた貢献

（仮）ゆふいんグリーンスローモビリティは、 「ＳＤＧｓ」 5つの達成目標、13のターゲットに貢献
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6.地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献
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6.地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献
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6.地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献
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6.地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献
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6.地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献
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6.地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献
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年度 2021 2022 2023 2024 2025

目標乗車人数（人） 28,800 30,600 32,400 34,200 36,000

事業による収入見込み 14,400,000 15,300,000 16,200,000 17,100,000 18,000,000

事業に必要な経費見込み 16,200,000 16,200,000 16,200,000 16,200,000 16,200,000

事業収支 －1,800,000 －900,000 0 ＋900,000 ＋1,800,000

事業化を担う主たる事業者 由布市

○事業スキーム

本格運行3年目（2023年度）以降、事業収支黒字化を目標に設定

○年度別収支見込み

運営主体
由布市

一般乗合旅客
自動車運送事業

乗客

観光客

住民

委託委託運行

運送

運賃

7.実証事業実施後の本格運行について
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8.実証事業の展開
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2019年度

2020年度

2021年度

2019年度：住民メインターゲットで実証運行

2020年度：観光利用者へのターゲット拡大により実証運行

2021年度：本格運行に向けた最終調整

住民
2019年度

住民

2020年度以降
観光客

【①ターゲット拡大イメージ】 【②実証事業拡大イメージ】

住民利用可能性の検証

有償可能性の検証

本格導入の
可能性検証

本格運行へ向けたステップアップ展開

【③広報展開イメージ】

グリスロ3年間の成長を広報のカラー変化で表現

実証項目 地域の現状 実証事業の目標 当年度の実証内容

全
体

由布岳や自然景観を皆で楽し
みながら、集約的に由布院へア
クセスする新たな手段として環
境配慮型次世代モビリティを導
入

自家用車等の流入交通を抑制
し、慢性渋滞を緩和するとともに、
住民も含めたあらゆる人をター
ゲットとした移動効率を向上

観光車両の増加により交通渋滞が
激化し、地域住民の生活や緊急車
両の通行に支障をきたしている。ま
た、歩行者の安全性低下や生活環
境が悪化し、まち並み景観にも悪影
響を与えている状況

・本実証事業により、環境負荷
への低減効果及びまちなかの
移動満足度向上を目指す

・本実証事業の当年度事業により、
環境負荷への低減効果及びまちなか
の移動満足度向上を目指す

※メインターゲットは地域住民

1 自家用自動車等の移動からグ
リーンスローモビリティへ転換を
目指した環境配慮型次世代モビ
リティを導入

国立公園に位置する国際観光地に
相応しい乗り物として、クリーンエネ
ルギーモービルが必要

本実証事業により、CO2排出量
及びＳＤＧｓへの貢献度を評価
指標として設定し、環境負荷の
低減を目指す

CO2削減効果：2.8ｔ-CO2
ＳＤＧｓへの貢献度についてアンケー
ト調査等で7ターゲット達成を目指す

2 由布岳や自然景観を皆で楽し
みながら、集約的に由布院へア
クセスする新たなモビリティを導
入

由布院の観光スポットを巡る新たな
モビリティを使った移動の足として、
スローな視点で由布院の景観・景
色・風景を楽しむ演出する移動手段
が必要

本実証事業により、観光客等の
移動満足度向上を目指す

利用者アンケート調査で観光客等の
移動満足度を計測

3 住民も含めたあらゆる人をター
ゲットとした環境配慮型次世代
モビリティを導入

高齢化率33%（H31.2現在）を占め

る高齢者の方のおでかけや通院な
ど日常の暮らしとコミュニティを支え
る移動手段が必要

本実証事業により、高齢者等の
住民まちなか移動に関する満足
度向上を目指す

住民アンケート調査で高齢者等の住
民の移動満足度を計測

8.実証事業の展開

(1)各年度の目標

2019年度の目標
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実証項目 地域の現状 実証事業の目標 当年度の実証内容

全
体

由布岳や自然景観を皆で楽し
みながら、集約的に由布院へア
クセスする新たな手段として環
境配慮型次世代モビリティを導
入

自家用車等の流入交通を抑制
し、慢性渋滞を緩和するとともに、
住民も含めたあらゆる人をター
ゲットとした移動効率を向上

観光車両の増加により交通渋滞が
激化し、地域住民の生活や緊急車
両の通行に支障をきたしている。ま
た、歩行者の安全性低下や生活環
境が悪化し、まち並み景観にも悪影
響を与えている状況

・本実証事業により、環境負荷
への低減効果及びまちなかの
移動満足度向上を目指す

・本実証事業の当年度事業により、
環境負荷への低減効果及びまちなか
の移動満足度向上を目指す

※メインターゲットは地域住民及び
観光客

1 自家用自動車等の移動からグ
リーンスローモビリティへ転換を
目指した環境配慮型次世代モビ
リティを導入

国立公園に位置する国際観光地に
相応しい乗り物として、クリーンエネ
ルギーモービルが必要

本実証事業により、CO2排出量
及びＳＤＧｓへの貢献度を評価
指標として設定し、環境負荷の
低減を目指す

CO2削減効果：18.3ｔ-CO2
ＳＤＧｓへの貢献度についてアンケー
ト調査等で10ターゲット達成を目指す

2 由布岳や自然景観を皆で楽し
みながら、集約的に由布院へア
クセスする新たなモビリティを導
入

由布院の観光スポットを巡る新たな
モビリティを使った移動の足として、
スローな視点で由布院の景観・景
色・風景を楽しむ演出する移動手段
が必要

本実証事業により、観光客等の
移動満足度向上を目指す

観光客等の移動満足度（2019年度）
を1割以上向上

3 住民も含めたあらゆる人をター
ゲットとした環境配慮型次世代
モビリティを導入

高齢化率33%（H31.2現在）を占め

る高齢者の方のおでかけや通院な
ど日常の暮らしとコミュニティを支え
る移動手段が必要

本実証事業により、高齢者等の
住民まちなか移動に関する満足
度向上を目指す

高齢者等の住民の移動満足度
（2019年度）を1割以上向上

(1)各年度の目標

2020年度の目標

8.実証事業の展開
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実証項目 地域の現状 実証事業の目標 当年度の実証内容

全
体

由布岳や自然景観を皆で楽し
みながら、集約的に由布院へア
クセスする新たな手段として環
境配慮型次世代モビリティを導
入

自家用車等の流入交通を抑制
し、慢性渋滞を緩和するとともに、
住民も含めたあらゆる人をター
ゲットとした移動効率を向上

観光車両の増加により交通渋滞が
激化し、地域住民の生活や緊急車
両の通行に支障をきたしている。ま
た、歩行者の安全性低下や生活環
境が悪化し、まち並み景観にも悪影
響を与えている状況

・本実証事業により、環境負荷
への低減効果及びまちなかの
移動満足度向上を目指す

・本実証事業の当年度事業により、
環境負荷への低減効果及びまちなか
の移動満足度向上を目指す

※本格運行の内容立案を目指す

1 自家用自動車等の移動からグ
リーンスローモビリティへ転換を
目指した環境配慮型次世代モビ
リティを導入

国立公園に位置する国際観光地に
相応しい乗り物として、クリーンエネ
ルギーモービルが必要

本実証事業により、CO2排出量
及びＳＤＧｓへの貢献度を評価
指標として設定し、環境負荷の
低減を目指す

CO2削減効果：9.2ｔ-CO2
ＳＤＧｓへの貢献度についてアンケー
ト調査等で13ターゲット達成を目指す

2 由布岳や自然景観を皆で楽し
みながら、集約的に由布院へア
クセスする新たなモビリティを導
入

由布院の観光スポットを巡る新たな
モビリティを使った移動の足として、
スローな視点で由布院の景観・景
色・風景を楽しむ演出する移動手段
が必要

本実証事業により、観光客等の
移動満足度向上を目指す

観光客等の移動満足度（2020年度）
を1割以上向上

3 住民も含めたあらゆる人をター
ゲットとした環境配慮型次世代
モビリティを導入

高齢化率33%（H31.2現在）を占め

る高齢者の方のおでかけや通院な
ど日常の暮らしとコミュニティを支え
る移動手段が必要

本実証事業により、高齢者等の
住民まちなか移動に関する満足
度向上を目指す

高齢者等の住民の移動満足度
（2020年度）を1割以上向上

(1)各年度の目標

2021年度の目標

8.実証事業の展開
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実施内容
2019年度 2020年度 2021年度

2022
年度

4月 6月 7月 9月 10月 12月 1月 3月 4月 6月 7月 9月 10月 12月 1月 3月 4月 6月 7月 9月 10月 12月 1月 3月

グリスロ実験
準備

無料実証実験
評価分析

有料実証実験
評価分析

車両の購入、
地元・関係各所
と調整

関係機関（運輸
局等）との調整

グリスロ
本格運行

挾間・庄内エリア
への展開に向け
た協議・調整・導
入検討

まとめ

最終調整地域公共交通会議・運賃調整

1月27日 3月15日

5/１ 7/31

まとめ

準備

９/１ 11/30

実証まとめ準備

5/１ 7/31

まとめ準備

8.実証事業の展開

(2)ロードマップ
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